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利用の手引き  
国立大学法人筑波大学研究基盤総合センター工作部門は学内共同教育研究施設の一つで、実験機器・装置
の設計・製作やものづくりの相談、実習を通して本学の研究・教育の向上に寄与することを目的としている。
工作部門には、機械工作室、ガラス工作室、公開工作室がある。機械工作室では、汎用工作機械や数値制
御（NC）工作機械による直線形状や曲線形状の機械加工、TIG溶接や銀ろう付などの溶接作業等を行っている。
ガラス工作室では、手作業やガラス旋盤などによる加工や修理、精密切断機や卓上CNCフライス盤による切
断作業や溝加工などを行っている。公開工作室では、利用資格を持った教職員、学生が自由に機械加工をす
ることができる。
また、利用方法には委託利用と共同利用がある。委託利用は、実験機器・装置の製作を工作部門に委託す
る利用方法である。共同利用は、オープンファシリティーに登録されている機器（主に公開工作室の機器）
を自身で操作して加工する利用方法である。
工作部門の円滑な活動を確保し、できるだけ多くの人が公平に利用できるよう、ご協力をお願いしたい。
利用の手引き
委託利用 
実験機器・装置の製作を工作部門に委託する利用方法である。委託する場合は、所定の手続きに従って工
作依頼の申請を行う。先ず、本学オープンファシリティーのシステムから委託利用（1）を申し込む。委託利用
の流れを以下に示す。
設計・製作相談
Web登録
委託利用申込み
製作申込み
製作受付
製　　作
引き渡し
▲
随時、製作担当者と打合せ。
▲
依頼者は、品物を確認し
て受け取る。
▲
オープンファシリティーの
システム上で、利用責任
者（利用負担金納付者）
および利用者の登録をす
る。（初回のみ）▲
委託利用する工作内容を
選ぶ。
・機械工作
・機械工作（特急）
・ガラス工作▲
必要事項を記入して、申
込み番号を取得する。同
時に、申込書をダウンロー
ドする。
▲
どういうものを製作した
いか明らかにし、可能で
あれば簡単な絵を描いて、
担当者に相談する。
▲
記入・押印した申込書と
製作図面（2）を持参の上、
担当者と打合せを行う。
▲
加工内容や納期などにつ
いて打合せ後、問題がな
ければ製作が受諾（3）され
る。▲
工作部門で加工できない
場合は外注する。
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委託利用 
実験機器・装置の製作を工作部門に委託する利用方法である。委託する場合は、所定の手続きに従って工
作依頼の申請を行う。先ず、本学オープンファシリティーのシステムから委託利用（1）を申し込む。委託利用
の流れを以下に示す。
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選ぶ。
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▲
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いか明らかにし、可能で
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▲
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（１）オープンファシリティーの利用
オープンファシリティーとは、国立大学法人筑波大学が保有する研究設備の有効利用を図ることにより、
最先端の機器を容易に利用できるようにするシステムである。利用マニュアルは、研究基盤総合センターオー
プンファシリティー推進室のホームページにあり、以下のURLで参照できる。
http://openfacility.sec.tsukuba.ac.jp/wp/riyou1/
（２）製作図面
工作部門ホームページ（http://www.kou-c.tsukuba.ac.jp/）の学内向けページに図面の描き方があり、参照
できる。
（３）委託利用のルール
利用者への公平性の確保、工作部門内にある機器の効率的運用の立場から、次のルールにより製作業務を
実施する。
①容易に市販品で代替えできるものや規格品に準ずるものの製作は、原則として受けない。
②原則的には、受付日時の順番で製作する。
③数量が非常に多いものについては、外注扱いとする場合がある。
④工作部門の機器で製作できないものは依頼者と相談の上、外注とする。
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※申込書の書式（黄色の部分にご記入下さい。）
号番付受日付受
工
作
数
支
給
品
加工費
材料費
外注費
その他
　㊞
備　考
筑波大学研究基盤総合センター工作部門
　　研究科　　 　　専攻
　　　 　系　 　　　 　　域，センター
者頼依者任責払支
依頼者連絡先
liam-ELET
工作名
所属部局名
名氏者領受計合費経
　　工作図、仕様を添付の上、提出願います。
金　額
作業者氏名
開始日 平成　 　　年　 　　月　 　日
完了日 平成　 　　年　 　　月　 　日
製品引渡 平成　 　　年　 　　月　 　日
申込番号
㊞
△□
筑波 太朗 工作 一郎
センサ保持具 ３個 なし
12345678
１２３４ X1234＠YZ.tsukuba.ac.jp
○×
筑
22 筑波大学　工作ニュース　No.10　2019
利用の手引き  利用の手引き 
※申込書の書式（黄色の部分にご記入下さい。）
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○×
筑
共同利用 
共同利用は、オープンファシリティーに登録されている機器（主に公開工作室の機器）を自身で操作して
加工する利用方法である。先ず、本学オープンファシリティーのシステムを利用してオープンファシリティー
登録機器の利用を申請する。共同利用は、利用者資格登録（1）をした教職員、学生が使用できる。その具体的
な手順を以下に示す。
（１）利用者資格登録
工作機械は不注意や操作ミスにより、利用者が大きな怪我を負うことがある。また、共同で利用する機器
を破損して多くの利用者に迷惑を及ぼす。このため、共同利用機器の使用を希望する利用者は、安全に正し
く使用することができるように、工作部門で実施する安全教育（半日）と操作実習（１日）を受講し、利用
資格を得て登録する必要がある。
（２）利用上の注意
①利用者は、オープンファシリティーのシステム上で利用希望時間を予約する。なお、予約時間をキャン
セルすることはできないので、工作部門担当者とよく相談する。
②機器の使用に当たっては、担当者の指示に従い、正しく操作するよう留意する。不明な点は、担当者に
必ず問い合わせる。中途半端な使い方は、機器損傷や人身事故を引き起こす原因となる。
③作業終了後は、機器・工具及び周囲の清掃を十分に行う。切り屑は分別して廃棄する。
④共同利用に適応しない行為が認められた場合には、利用者資格登録を抹消する。
終　　了利用申込み
受　　付設計・製作相談
オープンファシリティー
システムに登録    製　　作
(2)
▲
どういうものを製作する
か明らかにし、簡単な絵
を描いて、担当者に相談
する。
▲
オープンファシリティー
のシステム上で、利用責
任者（利用負担金納付者）
および利用者の登録をす
る。（初回のみ）
▲
製作図面を持参の上、担
当者と打合せを行う。
▲
打合せ後、加工等に問題
がなければ利用が承認さ
れる。▲
共同利用機器（旋盤２台、
フライス盤３台他）を選ぶ。▲
オープンファシリティー
のシステムで利用予約を
する。
▲
予約した日時に来て、担
当者に利用する旨を伝え
て始める。▲
不明な点は随時担当者と
打ち合わせる。
▲
担当者に終了した旨を伝
え、担当者が清掃・片付
けを確認後、終了。
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